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修士論文要旨
【問題】本研究では集団が望ましくない出来事に耐え，平常
時の状態にまで回復するための素質として「集団そのもの
に備わった，集団全体にとっての危機からの回復能力及び
活動水準の維持能力」を集団のレジリエンスと定義し，こ
の概念を実証的に検討することを試みる。
【研究１】練習中に問題が生じた時の対応を観察し記述，分
類し，生じた問題の性質によって集団全体での事態への対
処傾向に違いがみられるかを検討する。
方法　対象：関東某私大　航空部部員40名　期間：2013年
４月28～30日　場所：Ａ県Ａ滑空場　手続き：イベントサ
ンプリング法によりビデオとメモを用いて記録した対象集
団の活動全58事例を「頻度」「危険度」それぞれ４段階で評
定した。次に各事例を①「悪いことが起きないようにする能
力」②「悪いことが悪化しないようにする能力」③「起こっ
てしまった悪いことからリカバリーする能力」（Westrum, 
2006）④「積極的に活動水準を維持する能力」（Hale & 
Heijer, 2006）⑤「対応不能」の５要素に分類した。
結果　クラスター分析（Ward法）の結果，４クラスター
を得た。クラスターを独立変数，頻度・危険度を従属変数
とする多変量分散分析を行った結果，頻度と危険度のいず
れも有意な主効果がみられた（頻度F（3,54）=19.81, 
p<.001; 危険度F（3,54）=182.24, p<.001）。多重比較
（Bonferroni）を行い，第１クラスターは「頻度高・危険
度中」群，第２クラスターは「頻度低・危険度高」群，第
３クラスターは「頻度高・危険度低」群，第４クラスター
は「頻度低・危険度中」群とした。集団のレジリエンスを
構成する５要素を各事例に割り当てた結果より，事例のク
ラスター×集団のレジリエンスの要素のクロス表に基づい
て，χ2検定及び残差分析を行い有意な事例比率の偏りが見
られた（χ2（12）=24.55, p<.05）。第１クラスターは⑤が少
ないことが示唆され（p<.10），第２クラスターは④で対処
する場面が少ない傾向であり（p<.10），第３クラスターは
④で対処する場面が多く（p<.01），①で対処する場面が少
ない傾向であり（p<.10），第４クラスターは⑤が有意に多
かった（p<.01）。
　以上の通り４要素のいずれの要素が対処に用いられるか
は頻度や危険度の程度に応じて異なることが示された。
【研究２】集団の存続が危うくなった出来事から集団成員間
の長期的変容を含めた上での回復過程を対象としてインタ
ビュー調査を行い，分析する。
方法　対象：関東某私大　対象期間中の航空部主将４名　
期間：2013年９月～10月　場所：都内の喫茶店　手続き：
　集団運営が難しくなった事件からその回復の全過程に関
して回想に基づく半構造化インタビューを行った。
結果と考察　各時期において元の活動水準に回復するため
に必要とされていた要素を語りから抽出・分析し，集団の
回復過程で多様な要素が段階的に現れることが明らかと
なった。事件そのものは集団への「引き締め」として，解
任という監督による判断の時点からすでに集団維持のため
の対処がとられていた。事件発生直後から再活動・通常期
に渡り「精神的基盤の顕在化」が集団を支えていた。これ
らは事件発生によって発生前には弱まっていた集団の意識
を強く認識させる働きをしたことが考えられる。事件直後
は「高揚感」が原動力として働いていた。この時期は停止
していた活動が再開されることへの期待が膨らんでいる様
子の語りが多く見られた。再活動の時期は主に「活動基盤
の構築」が重要な要素として挙げられ，これが満たされる
と「発展的活動への取り組み」が生じることが示された。
総合考察　集団のレジリエンスをFigure 1に模式化した。
運営レベルの「核＝集団の体質的側面」，周囲を取り巻く活
動レベルの「周辺＝集団の役割的側面」からなる球体であ
る。活動レベルで生じた出来事がその範疇にて抑制されな
いと核部分に向かって侵食が進行し続ける。反対に運営レ
ベルで生じた出来事がその範疇で持ち直されないと周囲の
活動レベルもろとも崩れ落ちてしまう。レジリエンスには
各レベルやその内における各側面の存在が考えられるが，
それらは一連のものであり，統合的にとらえることで集団
のレジリエンスを明らかにすることができる。
集団のレジリエンスについての実証的検討
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Figure 1　集団のレジリエンスの模式図 
